
キュウ リ緑斑モザイ クウイルスに関する研究

第 2報 伝搬に関する 2，3の実験
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1.緒 言

1966年春，西日本各所のビニールハウス促成栽培キュウリに大きな被害を与えたキュウ

リ緑斑モザイクウイルス (CGMMVと略記する〕の発生は突発的なものであり， しかも本

邦では未記載の新しいものであったため，病原ウイルスが明らかになるまではまったく手

のほどこしょうがなく，蔓延するにまかさざるを得なかったようである.病原が判明して

から後は，或程度の蔓延防止策が考えられたが，多くの場合，すでに時機を失し防除策実

施効果はあまり期待できなかったのではないかと思われる.防除手段を確立するためには

病原ウイルスの伝搬様式をできるだけ詳細に把握する必要があるが，著者らは本病防除策

の基礎となる知見を得るために，ウイルス伝搬についての幾つかの実験を試みた.ここに

得られた知見はまだ不十分なものであり，とくに，種子伝染，土壌伝染については，さら

に詳細にわたって調べる必要が残されているが，当面の本病対策の一助になればと考え，

これまでの主として種子伝染，土壌伝染，接触伝染に関連した実験成績を報告することに

しTこ.

本研究を行なうにあたり，種々有益な助言を与えられた農林省植物ウイルス研究所小室康雄博士，秦

野たばこ試験場都丸敬一氏ならびに Teepolを分与された徳島県農業試験場山本勉技師に深く感謝の

意をあらわす.

11.実験結果

1. 種子伝染に関する実験

1965年産 F1久留米落合 H型キュウリ種子からの CGMMVの検出

1966年のビニールハウス栽培促成キュウリでの CGMMVの発生はほとんどの場合が

れ久留米落合H型キュウリであったといわれ，種子伝染の疑いももたれた. 1965年産の

Fl久留米落合H型キュウリ(以下久落Hと略記する〉種子を用い， 種子伝染の有無の調

査，種皮や脹からのウイルスの検出を行なった.久落 Hキュウリ種子10粒ずつを 1組と

して種皮をはぎとり，それぞれ 2mlの水ですりつぶし， 搾汁を電子顕微鏡試料および別

Jこ育てたキュウリ(聖護院育長節成〉幼苗への接種源とした.種皮をはぎとった脹(脹乳

が一部付着していたかも知れなしうについては，実験の 1部では 1組10粒の匪を 4mlの

水ですりつぶして電子顕微鏡試料および接種源としたが，別の実験では消毒土に催芽播種

して種子伝染の有無を調べた.実験結果を第1表にまとめて示した.

本報告の内容は昭和41年度日本植物病理学会関西部会で発表した.
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第 1表 1965年度F1久留米落合キュウ リ種子からの CGMMVの検出

種 子 試 料 番 号
実験

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

種皮 粒 子 + 
I 接種 10/10 0/10 0/10 0/9 0/10 0/9 

座 接種 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 

粒子 + + 
E 種皮 接種 0/5 0/5 0/4 5/5 0/5 0/5 0/4 0/5 3/4 0/5 0/5 0/5 

匪 播種 0/10 0/10 0/10 0/10 0/9 0/10 0/9 0/9 0/10 0/9 0/10 0/10 

粒子 + + 
E 種皮 接種 0/5 0/5 0/4 0/5 0/4 0/5 0/5 3/5 0/5 5/5 0/5 

怪 播種 0/10 0/9 0/10 0/10 0/9 0/9 0/10 0/10 0/10 0/9 0/10 

種子10粒をまとめて1組の種子試料とした

粒子:電子顕微鏡による磨静液中の粒子の有無

接種:向上磨砕液をキュウリ幼苗に接種

播種:催芽熔種し種子伝染発病の有無を観察

発病幼菌数/接種幼苗数叉は調査幼荷数

匪からの搾汁には実験の範囲では棒状粒子および病原性がまったく検出されず，播種し

た場合の種子伝染発病も検出できなかった. しかし，種皮をすりつぶして得た搾汁では梓

状粒子(第1図)および病原性の検出されたものがあった.梓状粒子が検出された種子群と

病原性の確かめられたものとは一致しており，ここに見られた梓状粒子(短かい粒子が多

く，275~325mμ の長さの粒子は測定粒子中の 8.3%と少なかったが)中には病原性のあ

第 1図 1965年産 Fl久留米落合H型キュウリ

種子の種皮の掬汁に見られた CGMMV

粒子 (x40.∞0)
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るものが含まれていかと考

えられる. 1組の種子の中

に1粒の CGMMV保有種

子があったとした場合， 実

験に用いた久落Hキュウリ

種子の CGMMV保有率は

約1.7 %と考えらられた.

前述実験に用いたのと同

一採種の種子標本および別

の久落Hキュウリ種子標本

を直播して，本葉 5~6枚

の時期まで観察したが，調

査した合計404本中に種子

伝染株はまったく検出され

なかった.



種子表面に付着したウイルスによる幼苗の発病

CGMMVの種子伝染が TMVのタバコやトマトにおける種子伝染の場合とほぼ同様の

ものとすれば，それは種子表面に付着したウイルス，あるいは種皮肉のウイルスによって

おこるものと考えられ，匪の保毒による種子伝染は可能性が低いのではなかろうか.匪に

ウイルスが入るか否かは，さらに実験によって確かめられなければならないが，前述の実験

の範囲内では，種皮からはウイルスが検出できたにもかかわらず，匹からは検出されてい

ない.種子表面に付着したウイルスが種子伝染にどのように関与するかを調べるために以

下の実験を行なった.CGMMV病葉の 10倍希釈持汁に聖護院育長節成キュウリ種子を置

し， 浦紙上に拾い上げ， 15cm素焼鉢の殺菌土壌に 5--6粒ずつ播種した.種子の半数

は，病葉持汁に浸す前に，匹を痛めないよう注意して，種皮の1部を割って傷をつけた.

子葉が展開し第1本葉がまだ伸展しないうちに，無傷播種，付傷播種の両区の半分を抜き

上げ，直ちに同じ鉢内で移植した.その後約30--40日間，異なる鉢のキュウリ相互の接

触をできるだけ避けるようにして育商し，発病の有無を観察した.病徴をあらわした個体

および疑わしいものについては電子顕微鏡観察により CGMMV感染の有無を調べた.

実験結果を第2表に示す. 第2表 CGMMV病葉汁液で種子表面を汚染

数回くり返した実験を通じて させたキュウリの幼首感染

CGMMV発病は少なかった. 実 験
種皮に傷をつけたもので，傷 処 理

1 2 3 4 5 
が匪に達したための発病と思

われるものもあったが，傷つ 無傷 直播 0/16 0/57 0/56 1/58 0/58 

けなかった種子で、もほぼ本葉
移植 1/55 1/50 0/57 0/57 

2枚目から発病したものが認 付傷 直播 1/17 1/56 1/53 0/58 

められた.幼首期の移植によ 移植 2/55 1/54 0/56 

り，とくに発病が増加するこ 播種月 日 7.1 7.25 8. 3 9.1 9.20 
とは確認することができなか 移植月 日 8. 1 8. 9 9. 7 9.29 
った.幼首期の発病以後，本

最終調査 月日 8.6 8. 6 8.30 10.3 10.30 

葉6--7枚目頃までの聞に新 葉数 5-6 2-3 6-7 6-8 6-7 

しい発病はまったく認められ
播種直前にキュウリ種子ーを病葉10倍汁液に漫し浦紙上にと

なかった.
り上げた

汁液接種により発病させた 付傷:病汁液に浸す前に種皮の一部をはぎとるように付傷

キュウリ(聖護院育長節成〉 発病幼首はいずれも本葉1-2枚目から発病

に生じた種子を採種して約1 発病株数/調査株数

ヶ月後に橋き，種子伝染の有無を調べた.幼首は子葉展開期に 9cm鉢の殺菌土に 1本ず

つ移植して仕立て，本葉が約6--8枚の頃まで発病の様子を観察した. 1つの果実からの

種子では， 生じたキュウリ 58本中種子伝染発病は認められなかったが， 別の果実カか通らと

つた種子で

ら発病した.

2. 土寝伝染に関する実験

トマトにおける TMVの自然感染源としては種子伝染とともに土中の病植物残根がもっ
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とも重要であるといわれる.CGMMVにおいても土壌伝染の可能性が高いと思われるが，

その実態についての研究報告はほとんどない.我国においても CGMMVは1966年の発

生がはじめて注目されたばかりであるので，将来 CGMMVが土壌伝染によってどの程度

に発生するか予測できない.著者らは CGMMV の土壌伝染の可能性につき幾つかの予備

的な実験，観察を行なった.得られた成績はまだ極めて不十分なものであり，将来の実験

にまっところが多い.

土中における CGMMVの活性

15cm鉢に7本ずつキュウリ苗を育て，本葉2枚期に汁液接種により発病させ，病植物

を地際から切り去って， 鉢のまま深さ回， 25cmになるようにダイズ畑の土中に埋めた

(7月 25日).また，鉢の土表面が畑土表面となるように埋めた.さらに，鉢の土を一度

ほぐしてからつめなおしたものを耕起土として地表に埋めた.別に，プラスチック容器中

の水に沈めた水没土も用意した. 1月， 2月，約70日後にそれぞれの鉢を掘り上げ， 鉢

土中のキュウリ残根および残根を含む土を拾い出して乳鉢ですりつぶし，搾汁または浸出

液につき，電子顕微鏡下でのウイルス粒子検出およびキュウリ幼苗への接種試験を行なっ

た.

第3表に実験結果を示

す.埋没1ヶ月日のもの

では病植物残根の分解は

それほど進行せず，ウイ

ルス粒子も病原性も確実

に検出された. 2ヶ月~

70日後では残根の分解は

進行し，とくに，地表，

耕起土では残根を拾い出

すのに困難を感じたが，

水没土での恨の分解はほ

とんど進行していなかっ

た.耕起土や地表埋没土

での病原性の検出は検定

用キュウリ苗教が少なか

第3表土中に埋没した病植物根による CGMMVの活性

病植物根土中埋没期間

埋没の深さ 1カ月 2カ月 約 70日
cm 

粒子 接種 粒子 接種 粒子 接種

。 + 5/5 + 1/3 + 0/4 
25 3/5 + 0/3 + 1/3 
50 + 4/5 + 0/3 + 2/4 

耕 起 土 + 5/5 + 0/3 
水 没 土 + 5/5 + 3/3 

7月25日に病植物地上部を切り去った15cm鉢を畑に埋め，深さの表

示は鉢土の上端がそれぞれの深さになるようにした

耕起土:鉢土を一度ほぐしてつめなおし地表に埋めた

水没土:鉢のまま 21容器水中に没めた

掘り上げた日: 1月 (8月25日)， 2月 (9月27日)， 70日(10月7日〉

粒子:残根または残根を含む土の磨砕浸出液につき電子顕微鏡観察

ったためにかなり不確実 接種:向上浸出液をキュウリ幼苗に接種

発病株数/接積株数
となったが，ウイルス粒

子はどちらの土でも少数ながら検出された.水没土からは2月後でも多量のウイルス粒子

と強い病原性が容易に検出された.

キュウリの根からの感染

キュウリ根に対する汁液接種 殺菌土に育てたキュウリ幼商を本葉1枚および2枚の頃に

掘り上げ，根を水洗した後，病植物搾汁に根を浸して接種した.接種後軽く水でゆすぎ， 9cm

鉢の殺菌土に 1本ずつ植えつけて尭病の様子を観察した. 約1月後までに発病しなか

った株については，根および地上部感染の有無を接種試験や電子顕微鏡観察によって確か
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めた.

第 4 表に示したように早いものは接種後 1 週間~1O日で，おそいものは約 1 月後に発病

しはじめた.実験を打ち切った時に病徴の認められなかった約30-35%の個体につき調

べたところ，実験Aの場合，地上部，地下部ともにウイルス粒子は検出できず，健全株と

認められた.一方，実験Bでは，病徴の疑わしいものも含めて 10株が残ったが，この中，

地上部，根ともにウイルス粒子の検出きれないもの5本，ともにウイルス粒子を含むもの

2本であったが，残りの3本では根だけに電顕観察でウイルス粒子が認められ，地上部か

らは検出きれなかった.しかし，これら3本の最頂薬からの戻し接種試験の結果では，す

べての株からウイルスが回収され，根だけでなく病徴をあらわすには至っていなかったが

地上部も感染していたものと判断された.

第 4表 キュウリ幼酋の根に対する CGMMVの汁液綾種

未発病株感染の有無ホ

実験 私豪 書2L宅2 発病期間 語菌室
悪事晶君d:1: ー + 一 ー

A 19 本葉1枚 7-14日 14 30日 5 。5 。
B 45 本葉2枚 11-21日 35 32日 10 5市* 5 。
接種目:実験A(9月8日).実験8(9月14日〕

.~農の dip 法試料および恨の掬汁についての電顕調査ならびに接種試験により判定

**5本中3本は電顕観察では根が+.棄がーであったが，戻し接種の結果いずれも感染していたこ

とが判明した

土中に病葉搾汁を注入した場合のキュウリ視からの感染 9cm鉢の殺菌土に3本ずつキュウリ

商を育て，子葉期，本業1枚および2枚の時期

に， 病葉の 10倍希釈搾汁を地上部との接触が

おこらないように注意して，注射器で滴下して

土に漫み込ませた.各実験区の半数の鉢は病汁

液を注入する前にピンセットで土をつつき根を

傷つけるようにした.

第5表に結果を示すように，低率の発病が認

められたが，とくに板を傷つけた場合に発病が

著るしく増加するかどうかは明らかでなかっ

た.根を傷つける 1日前に，病葉汁液を土に注

入した別の実験でも根を傷つけた区に 2/30の

発病が認められたが，この場合にも発病率は高

くなかったので，根の傷がとくに発病率に影響

するかどうか結論を出すことはできなかった.

第5表鉢土に CGMMV病葉汁液を注

入した場合のキュウりの発病

病汁性入警 線に対する付傷
のキa リ
の大きさ 無 有

子 葉 期 0/27 0/30 

本葉 1枚期 1/30 0/初

本業 2枚期 0/21 1/18 

10月4日病汁液(x 10) 10ml/9cm鉢注入

10月27日最終調査

付傷区は病汁注入前に鉢土をピγセットで

つついて傷つけた

発病株数/調査株数

病植物緩残留土へのキzウりの織種および移植 鉢に育てた病植物を地ぎわから切りとり，

鉢から出した土をくずしてよくまぜ合わせ，再び鉢につめなおし病土として用いた.病土

調製当日，キュウリの催芽種子を矯きつけたところ.126本中3本が本業1枚目から発病

した.しかし，その後は実験を打ち切った本業 5~6枚の頃までに新しい発病はまったく
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認められなかった.病土調製の翌日にキュウリを直矯し，次の日には催芽種子を矯いて早

期発病の多少を観察しようとした.この場合，病土の上に殺菌土の層を作り，直矯種子.

4催芽種子と病土とが播種時に直接に触れないようにした.本葉2枚までの観察では，直播
(120本)，催芽 (77本〉のいずれのものにも発病が認められなかった. また， 病土への

移植も含めた同様の別の実験で-も，本葉2......，3枚期までの発病はまったく認められなかっ

た. しかし， 一方， 病土にキュウリ酋を移植した別の実験で， 5本中1本の発病が認め

られた.

3. 接触伝染に関する実験

CGMMVのピエールハウスでの発生様相は， 本ウイルスが接触伝染性であることを明

らかに示したものと見られ， また，植物体内でのウイルス濃度が TMV同様に極めて高

く，しかも活性の強いことからも容易にうなずける.著者らは接触伝染の程度，および農

作業中の器具や手指の洗機消毒効果などにつき 2，3の実験を行なった.

植物相互の自然接触による伝搬

地上部の自然接触 15cm鉢に5本ずつキュウリ酋を育て，本葉1枚の頃に鉢の中央部の

1本を接触接種(病葉切口を子葉表面にこすりつけて接種〉で発病させた.接種した1本

は根が他の4本と接触がおこらないように，厚いビニール布簡でかこい， ビニール布簡が

鉢の底から外へ約 5cm出るようにした.鉢はガラス室内のベンチに置き，潜水その他は

普通に管理して発病の様子を観察した.実験には5鉢を用いたが， 20本中7本のキユウり

に発病が認められた.

根の自然接触 15cm鉢に5本ずつキュウリ商を育て， 中央の1本を前の実験と同

様に接触接種で発病させ，病個体には厚いビニール布製円筒をかけて地上部の接触がおこ

らないようにした. 5鉢を実験に用いたが，どの鉢でも発病は認められず，電子顕微鏡観

察結果も陰性であった.

また， s襲耕ポットで同様の実験を行なったが，どのポットも根の接触による発病が認め

られた.この場合，培養液の補給や入れかえの場合にできるだけ根の損傷をさけるように

つとめたが，損傷が全くおこらなかったという保障はない.

人工接触による伝搬

キュウリ幼苗に対し，第6表

にあげたような種々の方法で接

触接種して接触伝染の可能性を

調べた.いずれの実験でも伝染

'がおこり，農作業中にCGMMV

が伝徴されることは確実とみな

ければならない.

第6表種4の人工接触による CGMMVの伝級

接 触 方 法 発病

病葉の切口で健全株子葉をこする 10/10 
病葉で健全株子葉を軽くこする 10/10 
病棄をもみつぶした指で健全株子葉を軽くこする 12/12 

病棄を切った鉄で健全株子葉を切る 3/20 
健全株子葉面に病汁液を滴下して乗せる 1/12 

発病株数/接種株数

ウイルス汚染手指の 2 ， 3 の慈~Jによる洗練消毒効果

農作業による CGMMV接触伝染を少なくするためには，手指，器材，衣服などを適当

な方法で洗練または消毒する必要がある.洗H帳消毒剤としては N旬PO"(TSOPと略記す
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る〉や Teepolが TMVの場合には有効で‘あると云われているので，これら薬剤の効果も

含めて調べた.病葉をもみつぶしてウイルスに汚染された手指を，水， 1%ライポンF，

10% Teepol， 3 % TSOPに約5秒間浸した後，流水で軽く洗い，キュウリ幼苗の第1本業

表面に指をこすりつけて接種した.石けんの場合は，石けんを用いて流水中でよく手を洗

った後，同様に接種した.また，病葉持汁に3% TSOP， 10 % Teepolを種々の割合に混

ぜてキュウリ幼苗に接種して消毒効果を調べ，ウイルス粒子の状態も電子顕微鏡下で調べ

た.実験結果を第7表，第8表に示す.

第 7表 CGMMV汚染手指の洗剤，薬剤浸潰および病葉搾汁に混

合した場合の NaaP04，Teepolのウイルス不活化効果

実験 ライポン T1偶0%戸1 Na3896v 04石けん
病葉搾汁と混合(9:1) 

無処理 水
Na3，% E刊:>， T1-0-% F1 

A 16/16 16/16 12/16 10/16 0/16 0/16 1/16ホ

B 10/10 9/10 0/10 0/10 0/10 0/10* 0/10** 8/10* 

病葉をもみつぶした指をそれぞれの処理液で約5秒間洗い，後，軽く流水で洗い，キュウリ幼菌の
第1本葉商にその指を軽くこすりつけて接種した.ただし.石けんの場合は石けんを用いた後よく

手を洗った.
病葉搾汁との混合後接種までの時間 *5分，神1時開
発病幼菌数/接種幼菌数

第 8表 NaaP04および pHが CGMMV粒子の形態と病原性に及ぼす影侮

キュウリ梼汁中の混合割合

混時間合 検定植物 3% NasP04 
分 。% 2.5 5.0 10.0 20.0 

pH 7.2 9.8 11.0 11.5 11. 8 

5 キュ ウ リ 12 12 10 2 

12 12 1 。 。
30 ベチュニア 873 75 4 。 。
CGMMV粒子* 4十十 十件 土

N/10 NaOHで調整した掬汁の pH 7.4 9.0 10.0 11. 0 

CGMMV粒 子事 11十 * 1¥t 土

10:% 
Teepol 

20.0% 

8.3 

12 

12 

123 

1¥t 

11.5 

キュウリ:幼苗12本中の発病本数，ベチュニア t接種葉5枚に生じた病斑数，斗NaaP04'Teepolと
の混合直後，および pH調整直後に電顕試料作成，僻~ーは CGMMV粒子の量をあらわす.

第7表の実験で水， ライポンFに汚染手指を浸した場合にはほとんど有効な洗樵効果

が見られなかった. 10 % Teepolでの洗練効果は一定せず，表の実験Bでは効果が見られ

たのに反し 実験Aではそれほど効果が認められなかった. 3%  TSOPに手指を浸した

り石けん水でよく洗った場合には， 2回の実験とも効果が認められた.病葉搾汁(10倍量

搾汁〉に TSOPや Teepolを混じた実験で・は TSOPにウイルス不活化作用が認められ，

5分間処理でもかなりの効果があったが， Teepolの場合にはそれほど強い不活化効果は

認められなかった.
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3 % TSOP溶液を病葉の20倍搾汁に種々の割合で混じた場合(第8表). 5分間処理で

は TSOP20 %混合のものにかなりウイルス不活化が見られたが， それ以下ではあまり効

果が認められなかった. しかし， 混合してから30分後にキュウリへ接種した場合には，

TSOP 10 %混合のものでも完全なウイルス不活化が認められた.粒子の観察は TSOP混

合搾汁を30倍に希釈したものにつき行なったものである.第2図に TSOP処理したウイ

ルスの電子顕微鏡写真を示す.TSOP5%混合のもので大多数のCGMMV粒子が崩壊し，

10%以上混合したものではウイルス粒子をまったく検出することができなかった.比較の

ために N/lONaOHで、pHを調整した病葉搾汁中のウイルス粒子を観察したが. pH 11.0 

で粒子の崩療が著しく進行し. pHl1.5では CGMMV粒子をまったく検出できなかっ

た.TSOP 5%混合液の pHが 11.O. 10 %混合液で11.5となり.TSOPによる CGMMV
粒子の崩壊が pHと密接な関連のあることが推測された.

第 2図 NaaP04による CGMMV粒子の崩綾(第8表参照). x30.∞o 
CGMMV病キウュリ葉20倍畳掬汁に混じた3%NaaP04溶液の割合

A. 0%: B. 2.5%: C. 5.0%: D. 10%: E. 20%:たXしFは10%

Teepol液を CGMMV病葉持汁に20%の割合で混合

-194ー



，.昆虫伝織綜験

病被物と健全キュウリ苗を互いに接触することのないようにして飼育箱に入れ，アプラ

ムシ(ワタアプラムシ?)およびウリハムシを病植物に放飼した.病催物を加害した虫が

健全キュウリに移って加害するのを待ち，殺虫して発病の有無を観察じた.アプラムシで

伝搬を試みた11本，ウリハムシで試みた16本のキュウリ幼酋はし、ずれも発病せず，実験

の範囲では CGMMVはこれらの昆虫によって伝搬されなかった.

III. 考 • 
1966年春の西日本各地のビニールハウス栽培促成キュウリでの CGMMVの発生は，そ
のほとんどの場合がれ久留米落合Hであり，第1次発生源が種子伝染によるのではない

かとの疑いも持たれた.1965年産同品種を用いた実験では供試種子数が十分でなかった

ためもあるが，種子伝染を確認することができなかった，また，人工接種で発病させた聖護

院育長節成キュウリから採った種子で1/102の発病が認められたが，実験規模が小さいた

め種子伝染の確認にはさらに多くの種子を用い厳密な実験を重ねる必要がある.しかし

れ久留米落合H種子の種皮からは明らかにCGMMVが検出され，さらに，病葉搾汁に浸
して矯いたキュウリ幼苗に低率ながら発病が認められたので， CGMMVの種子伝染は低
率ながらおこるものと考えられる.van Kootら(1959)，Yakovleva (1965)などによると

∞MMV種子伝染率は採種後時日を経郎、(例えば1年以内〉種子ではかなり高率であ
るといわれるが，本報の成績と大きな相呉のある理由がウイルス系統やキュウリ品種の差

によるものかどうか明らかでない. トマトにおける TMVの種子伝染は幼酋を移植した場
合だけに認められるといわれるが (Broadbent1965 b)，本報の CGMMVの場合， 実験
規模が十分で、なかったため，移植と種子伝染率の関係は明らかにされなかった.

Broadbentはトマトの TMVの第l次伝染源として種子伝染とともに土壊伝染を重要
であるとしている。 CGMMVの場合にも同様であるうと推測されるが，この点についての
詳細な研究報告はない.スエーデγの Ryden(1966)は CGMMV病槌物を用いた堆肥
からの雨水による浸出液が漕甑水にまじると，堆肥にしてから少なくとも 6ヶ月後までは

これが本ウイルスの伝染源になり得るとし，ウイルスは土の層の 80cm以上を通過し得る

と述べている.CGMMVの土嬢伝染についての本報の実験は規模が小さく，十分な知見
を得るに至らなかった.この問題についてはさらに実験を重ねる必要があるが，本報の実

験の範囲では次の事柄が判明した.

土中の病縞物残根の腐敗とそれにともなうウイルスの分解は，畑状態の場合に比べて水

田状態では著しくおくれる.夏期，畑に埋没した病値物残根は2ヶ月後には分解がかなり

進行し， とくに耕起土， 地表近くの土中の残根は拾い出すのが困難なほど分解していた

が，ウイルス粒子，病原性ともに少ないながら維持されていた.水没土からは多量のウイ

ルス粒子と強い病原性が検出された.したがって，発病地跡を水固化することは土中ウイ

ルスの不活化をおくらせ，畑状態で耕起することにより土中ウイルスを少なくすることが

できると考えられた.本報の実験は人為的に病植物根を耕起土 50cmの深さまでに埋めた

ものであるので，それ以上に深い土中に残留した病植物根や耕起しない土の場合でのウイ

ルスの消長については今後の実験で、検討する必要があろう.
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キュウリの根に汁液接種した場合，また，キュウリ苗が育っている鉢の土中に濃厚なウ

イリス液を注入した場合のどちらの実験でも必ずしも全個体が発病するに至らず， 根の

CGMMV 感受性は地上部に比べて低いのではないかと考えられた. 地上部から感染した

場合に比べて，根から感染した場合は発病まで、に幾分永い時日を要し，発病までの日数は

個体によりかなり変異が大きいもののようであった.根だけからウイルスが検出され，地

上部からは検出されない例は実験の範囲では認められなヵ、った.

CGMMV の接触伝染は 1966 年春の発生蔓延状況だけでなく，本織の実験によ っても I~J

らかであり，農作業その他キュウリ生育中に伝染がおこる機会は非常に多い 1'，1わの恨の

自然、接触による伝染はおこり仰るにしてもそれほど重要とは考えにくく，地上部の銭触伝

染が蔓延の主体であろう.礁緋条件下での自然銭触による伝染の可能性のあることが本版

の成績から推測されるが，実験の条件は実際の燦耕栽培のものとは異なるので， この点さ

らに検討の必要がある.

接触伝染の機会を少なくするための手指や器具資材の洗練消毒剤として， N匂P04が

TMVの場合にも推奨され，Teepolもかなり有効と云われている.本械の実験でも Teepol

は有効であったが，場合によっては効果が不確実なこともあった. -Ji. Na3P04の消毒

効果はその高し、 pHによるウイルス粒子破壊作用と考えられ， ウイルスに汚染された了:

指，器材，その他種子の表面消毒にも用いうるのではないかと考えられた.

インドでの報告によると， ウリハムシの 1種により実験的に Cucumisvirus 2Cが移

されたといわれるが，著者らの実験の範囲ではウリハムシの食'主によって CGMMVは伝

搬されず，アブラムシを用いた伝搬試験も陰性の結果であった.TMVの場合と同係にこ

れら昆虫が CGMMVを伝織する機会は極めて少なく， とくにアブラムシの場合は伝搬さ

れないと考えてさしっかえないと思われる.

IV. 摘 要

キュウリ緑斑モザイクウイルス (CGMMV)の舷チ伝染， .1二壌伝染， t長触伝染などにつ

き幾つかの実験を行なった.

1965年産の Fl久留米落合H型キュウリ種子の種皮の燐砕液中に梓状粒子が認められ，

これが CGMMVであることが確かめられた.実験に用いた種子標本でのウイルス保有率

は少なくとも約1.7 %であった.しかし同種子標本から生じた幼苗約400本中には種子

伝染発病を確かめることができなかった.病葉搾汁に浸し表面をウイルスに汚染させた無

病キュウリ種子を掃いたところ，低率ながら幼苗の発病が認められた.病植物から採種し

たキュウリ種子での種子伝染と思われる発病(1/102)がl例観察された.

土中における病植物残根中のウイルスは，夏期2ヶ月後，耕起土および地表に埋めた場

合には著しく減少してはいたが検出され，地表より 25cm，回cmの深さでは容易にウイル

スが検出された.水没土中では残根の分解は進行せず，多量のウイルスが検出された.キ

ュウリの根に汁液接種した場合は地上部に接種した場合に比べて，発病までの日数にふれ

が大きく，接種後約1ヶ月まで病徴をあらわさないものも見られた.病葉搾汁をキュウリ

苗の育っている土中に注入した場合および病植物根残留土にキュウリ苗を移植した場合に

低率の発病が認められたが，病植物根残留土に直熔きした場合には実験の範囲で‘は発病す

るに至らなカ通った.
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土中の根の自然接触による伝染は確認で・きなかったが，地上部の植物間接触，ウイルス

に汚染された鉄などの器具や手指によって伝染のおこることが確かめられた.汚染された

手指を石けん水や Teepolでよく洗うこと， Na3PO，液に漫演することなどに洗糠消毒

効果が認められたが， 中でも Na3PO，は効果が顕著であった. 病葉の 20倍搾汁に3%

Na3PO，液を混合した場合， 病汁液に対し Na3PO，を 10%以上の割合で混合するとウイ

ルス粒子はほぼ完全に崩壊して消毒効果が認められた.

アプラムシ(ワタアプラムシ?)およびウリハムシを用いた伝搬試験は陰性であった.
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